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2. 公開セミナー・公開講座
　当センターでは、専門職向けの講座を「公開セミナ 」ー、一般の方向けの講座を「市民公開講座」として毎年度
開催しています。公開セミナーは保健医療福祉の専門職からの要望が高いテーマをとりあげ、公開講座は時勢やニー
ズに合わせたテーマを年度ごとに設定しています。2016 年度公開講座は地域の専門職の関心が高い「モチベーショ
ン」「障がい者の就労支援」および一般市民が参加しやすい「認知症」「障がいを持つ子どもの育ち」をテーマに
実施しました。
1 公開セミナー①　モチベーションに関する公開セミナー
1. 概要
タイトル：『働くモチベーションを生み出すチームづくり～仕事上手は「ほめニュケーション上手」～』
日時：2016 年 6 月 25 日（土）13 時 30 分～ 15 時 30 分
講師：高橋佐和子、伊藤純子（ともに聖隷クリストファー大学看護学部助教）
対象：保健医療福祉の専門職者他
参加者：定員 60 名　参加 87 名
アンケ トー回収：80 件
2. 参加者職業内訳（合計 87 名）
医療
33％
福祉
27％
保健
16％
保育
9％
教育
8％
その他
5％行政
2％
　
医療（29 名）：看護師、理学療法士、作業療法士、保健師、看護教員など
福祉（23 名）：介護支援専門員、介護職、福祉施設長など
保健（14 名）、保育（8 名）、教育（7 名）、行政（2 名）、その他（4 名）
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3. アンケート結果
設問 1　参加しようと思った理由、目的は何ですか？
　「日頃から職場でのチーム作り、職員育成が難しいと感じているため」「職場でリーダーをしていて新人教育に
悩んでいるため」「組織の中でうまくいかない事があり何かヒントになればと思ったため」など、日常の仕事の中
で抱えている悩みを解決するためのヒントを求めて参加した方、また「チーム作りのために役立つほめ方を学び
たかった」「ほめるのが苦手なので、ほめるポイントを知りたかった」など、「ほめる」というキーワ ドーに興味
を持ち参加された方が大半を占めました。
設問 2・3　目的は達成できましたか？ その理由
　87％の方が「大いに達成できた」「ほぼ達成できた」と回答しました。理由としては、「ほめるコツやチーム力
を高める方法を知ることができた」「部下との適切な距離感や、ほめるプロセスを学び、職場で活かせる内容で
あった」「自分の特徴を知り、良いチームづくりを目指す上での気づきを得ることができた」など、セミナー内容
に関して、前向きなコメントをいただきました。一方で、「グループワークを通してチーム作りのポイントは理解で
きたが、職場に戻って達成できるかは疑問」と、今後の課題を感じた方もいたようです。
設問 4　今回の講座の感想
　大多数の方から「とても楽しく参加できた」「楽しみながら学ぶことができとても充実した研修だった」「楽し
い雰囲気の中で、内容が分かりやすかった」「座学でなく、体験から学びが得られた」「ユーモアがありリラック
スして参加できた」などの感想をいただき、和気あいあいとした雰囲気の中でチームビルディングについて学び
取ってもらえた様子が伺えました。また、「相手をよく観察することから始めたい」「多様性を取り入れて新しい
視点を持てるようにしたい」など、学んだ事を職場に帰って実践したいという声も聞かれました。
2 公開セミナー②　障がい者の就労支援に関する公開セミナー
1. 概要
タイトル：シンポジウム「障がい者の就労継続支援」
日時：2016 年 10 月 29 日（土）13 時 00 分～ 15 時 00 分
シンポジスト： オールしずおかベストコミュニティ 障害者雇用推進コーディネーター　小倉 将数 氏
 ヤマハ（株）特例子会社 株式会社ヤマハアイワークス 代表取締役社長　竹ノ内 時彦 氏
 特定非営利活動法人 浜松 NPO ネットワークーセンター　山野 由香 氏
 障害者就業・生活支援センター だんだん センター長　加藤 陽一 氏
コーディネータ ：ー建木 健（聖隷クリストファー大学リハビリテーション学部助教）
対象：保健医療福祉の専門職者、企業の人事担当者他
定員：50 名
参加：55 名
アンケ トー回収：46 件
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2. 参加者職業内訳（合計 55 名）
雇用 4％
その他 6％
行政 4％
心理 2％
保健 2％
医療
19％
教育
13％
大学生 7％
福祉
43％
福祉（24 名）：社会福祉士、生活支援員、介護職、スクールソーシャルワーカーなど
医療（10 名）： 作業療法士、理学療法士など
 教育（7 名）、大学生（4 名）、行政（2 名）、雇用（2 名）、心理（1 名）、保健（1 名）、その他（4 名）
3. アンケート結果
設問 1　参加しようと思った理由、目的は何ですか？
　約半数の方が「日々の業務に役立つことやヒントになることが発見できればと思ったため」という目的でした。
また、「障がい者の才能、潜在能力をどう発見し、現場で活かすことができるようになるかに興味があったから」
「どのような方たちが関わっているのか知りたかったから」「障がい者を雇用する企業の考え、現場ではどんな
ことが必要とされるのか知りたかったから」など、障がい者の就労の現状に興味を持ち参加された方も多数い
らっしゃいました。
設問 2・3　目的は達成できましたか？ その理由
　74％の方が「大いに達成できた」「ほぼ達成できた」と回答されました。「様 な々施設や企業がどのような働き
や支援をしているのか知ることができたから」「就労継続について話し合いの場が持てたこと」「企業側からの
話を聞く機会が少ないので良い機会になった」等の意見が聞かれました。
設問 4　今回の講座の感想
　「私達が潜在的に持っているかもしれない障がい者への差別意識についてハッとさせられた」「支援にはネット
ワークやつながりがとても大切だと実感した」「障がい者就労支援はまだまだ社会的に浸透していないのだと思っ
た」など、多くの学びがあったようでした。他には、「リアルタイム質問受付サイトが良かった」「ディスカッショ
ンの時間がもっとあるとよかった」など講座の進行に関する意見も寄せられました。
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3 公開講座①　認知症に関する公開講座
1. 概要
タイトル： 「超高齢社会を乗りきるためのケアのあり方　～より豊かな生活を支えるために～」
 【第 1 部】 講演『高齢社会で求められる介護福祉実践 世界が注目する最新の自立支援介護』
 【第 2 部】 上映会『毎日がアルツハイマー 2』（50 分）
  講演『認知症とともに生きる 認知症ケアを通して学ぶ人生哲学』
日時：2016 年 7月 23 日（土）13：00 ～ 16：00
講師： 【第 1 部】　古川 和稔（聖隷クリストファー大学社会福祉学部介護福祉学科教授）
 【第 2 部】　関口 祐加 氏（映画監督）
対象：一般の方
定員：100 名　参加：126 名
アンケ トー回収：82 件
2. 参加者職業内訳（合計 126 名）
専門職
（保健医療福祉）
34％
公務員 3％ 自営業 5％
空欄
21％
その他
28％
会社員 9％
保健医療福祉の専門職（43 名）、会社員（11 名）、自営業（6 名）、公務員（4 名）、その他（35 名）、不明（27 名）
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3. アンケート結果
設問 1　参加しようと思った理由、目的は何ですか？
　「認知症の家族と共に生活する上でヒントになることがあればと思ったため」「いずれ自分の身に起こり得る認
知症の勉強のため」「これからの社会がどのようになり、どのような心構えで生活していけば良いか学びたいと
思ったので」など、認知症そのものや社会の変化に対する知識を深めたいという方が多く見られました。また、「毎
日がアルツハイマーの関口監督のお話をお聞きしたくて」「介護の仕事をしていて自立支援介護に興味を持った
ので」という声も多く見られました。
設問 2・3　目的は達成できましたか？ その理由
　90％の方が「大いに達成できた」「ほぼ達成できた」と回答されました。理由としては、「認知症について正し
い理解ができていないことに気付いた」「自立支援介護という考えがあると知ったこと」という理由が多く見られ
ました。一方で、「理想的な話だったが、教科書のように頭では分かっていても、実際に実践していくのは簡単
ではないので、時間が必要」という意見もありました。
設問 4　今回の講座の感想
　「未来のある内容で聞きに来てよかった」「関口監督ご自身の体験を踏まえた上での、今後に対する考え方が
伺えて素晴らしい講演だった」「大変面白くためになった」など講師の人柄と講演内容に大変満足したこと、また、
「広い視点が持てた」「色 な々視点があるとわかった」「糸口が見えた」「パ ソーンセンタ ドーケアについてもう一
度学んでみようと思った」「創意工夫について本当に考えさせられた」など、それぞれの視点で自分の生活に活
かせるヒントを学び取ってもらえた様子が伺えました。
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4 公開講座②　障がいを持つ子どもの育ちに関する公開講座
1. 概要
タイトル：障がいがある子どもを育てるということ
日時：2016 年 11 月19 日（土）13 時 30 分～ 15 時 30 分
講師： 水戸川真由美氏（公益財団法人 日本ダウン症協会（JDS）理事、社団法人ドゥーラ協会認定 産後ドゥーラ）
 入江礼奈氏（専門里親、NPO 法人全国おやこ福祉支援センター相談員）
対象：一般の方
定員：100 名　申込み：68 名　参加：64 名
アンケ トー回収：47 件
託児人数：10 名
2. 参加者属性（合計 64 名）
◆年代 （人） ◆性別 （人）
10 代以下 2 男性 14
20 代 3 女性 50
30 代 9
40 代 22
50 代 17
60 代以上 5
未記入 6
3. アンケート結果
設問 1　参加しようと思った理由、目的は何ですか？
　「障がいのある子どもを支援する仕事をしており、ヒントになる話が聞ければと思ったため」「子どもに障がい
があるので、子育ての体験談を聞き参考になればと思ったため」など、生活の中で障がいのある子どもに接す
る上での参考にしたいという声が多くありました。また「講師のことを知っていて、話が聞きたかったから」とい
う声も多くありました。
設問 2・3　目的は達成できましたか？ その理由
　70% 以上の方が、「達成できた」と回答しました。理由としては、「実際の障がいのある子の子育ての様子に
ついて具体的な話を聞けたから」「多様性を理解するというところで整理ができた」など、満足度の高い回答の
ほか、「地域の中の特別な事例のように感じてしまった」「障がいの子を持つ親はどんなことで悩んでいるのか、
エピソ ドー等の具体的な話をもっと聞きたかった」といった声も寄せられました。
設問 4　今回の講座の感想
　「わが子も障がいを持っているが決して不幸ではなく、一緒に成長していきたいと思った」「“神様に与えられ
た役割がどの人にも在る”という言葉に衝撃を受けた」「常 、々障がい者・健常者と区別することに疑問を感じ
ていたけれど、障がいがある子どもとの生活も誰にでもある日常だと感じた」など多くのことを感じ取って頂け
た様子でした。また、「託児を利用させていただき大変助かった」という声も寄せられました。
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